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博士課程修了。1998 年横浜国立大学経済学部助教授、2002 年京都大学大学院経済学研究

科助教授、2006 年同公共政策大学院助教授、2008 年同大学院経済学研究科准教授を経て、

2010 年 3 月から現職。この間に、内閣府経済社会総合研究所客員主任研究官、ミシガン
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主たる著書・論文等： 
主著に、『環境税の理論と実際』(有斐閣、2000 年：NIRA 大来政策研究賞、日本地方

財政学会佐藤賞、国際公共経済学会賞を受賞)、がある。他に、『環境〈思考のフロンティ
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